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１．地震の概要 

2008年6月14日08時43分に岩手県内陸南部の深さ8kmでM7.2（最大震度6強）の地震が発生した

（第1図）．この地震により死者13名，行方不明者10名，負傷者451名，住家全壊33棟などの被害

があった（総務省消防庁調べ，2008年11月17日現在）．この地震の発震機構は西北西－東南東方

向に圧力軸を持つ逆断層型であった． 
 

２．前震および余震活動 
今回の地震発生前に，前震が発生していた（第2図）．本震の震源付近で，本震発生の42分前

にM0.6，32分前にM1.3，本震発生前日の6月13日14時頃にもM0.6の地震が発生していた．また，

余震域の西方（秋田県内陸南部）の浅いところで2007年後半から地震がやや多くなっており，そ

の活動の最大は2008年5月29日のM4.8の地震であった（第3図）． 
今回の地震の余震は，北北東から南南西方向に延びる長さ約45km，幅約15kmの領域で発生し

ている．その分布は一様ではなく，余震域南部の栗駒山や鳴子の火山地域では余震発生が少ない

傾向がある（第4図）．第5図に，地質構造と余震分布を重ねた図を示す． 
第6図に余震活動の状況を示す．余震域は6月16日に北方に延びた．また，6月26日23時～28日

には鳴子付近での地震活動が活発になった．余震活動は減衰してきている．第7図は震度1以上を

観測した地震の最大震度別回数表である．震度1以上を観測する地震の数も時間経過とともに減

少している．第8図は内陸及び沿岸で発生した主な地震の余震回数比較（M4.0以上）である．今

回の地震は，平成7年（1995年）兵庫県南部地震（M7.3）や1948年福井地震（M7.1）より余震活

動は活発であるが，平成16年（2004年）新潟県中越地震（M6.8）よりは低調であることがわかる．

第9図は内陸および沿岸で発生した地震の余震活動の日単位での推移を示したものである．今回

は，M5.0以上という大粒の余震が比較的少なかった余震活動であったと言える． 
気象庁は，「2008年岩手・宮城内陸合同余震観測グループ（北大・東北大・弘前大・地震研・

名大・京大防災研・高知大・九大・鹿大・防災科研）」が臨時に設置した３つの観測点（大柳，

北股，荒砥沢）のデータを取り込み，それらの観測点の検測データを6月20日0時より震源計算に

使用している．これらの3つの臨時観測点を計算に使用した場合（第10図下），使用しない場合

（第10図上）に比べ震源は全体的に浅くなる傾向が見られた．三次元速度構造1)を用いて震源計

算を行い観測点補正値を求めた後に，波形相関を用いた三次元DD法により震源再計算を行った

ところ，本震付近の余震はさらに浅くなり，余震域南部の余震はやや深くなった．第10図には一

元化震源および再計算震源を用いて描いた断面図も示してある．どちらの震源を用いた場合でも，



余震域の北部を除く地域において，西下がりの震源分布とともに，それと直交する共役な断層面

を想起させる震源分布が見える． 
第11図は本震および余震の発震機構を示したものである．ほとんどの地震は，本震も含めて北

西―南東方向～東西方向に圧力軸を持つ逆断層型であるが，一部に横ずれ断層型も見られる．本

震の北東に，南北方向に張力軸を持つ正断層型の地震もある．圧力軸の向きは，栗駒山より北で

はほぼ西北西－東南東方向であるが，南ではほぼ東西方向となっている． 
 

３．震源過程解析 
第12図は，遠地実体波記録を使用して解析を行い，断層面上のすべり量分布を推定したもので

ある．解析にはIRIS-DMCより取得した広帯域地震計記録を使用し，Kikuchi and Kanamoriのプロ

グラム2)を使用した．破壊開始点は気象庁一元化震源の位置とし，断層面には気象庁のP波初動解

の高角の西傾斜の節面を用いた．得られた滑り分布は震源より浅い場所に広がっている．また，

滑り量の大きな領域は破壊開始点の南側に存在することが推定できる． 
第13図は，近地強震計の記録を用いて解析を行い，断層面上のすべり量分布を推定したもので

ある．解析には（独）防災科学技術研究所のK-NET及びKiK-netの記録，気象庁の震度計の記録を

用いた．波形計算には武尾3)の手法を用い，インバージョンはmultiple time windowで時空間のす

べり量分布の滑らかさをABICが最小となるように決定した4)．破壊開始点には気象庁一元化震源

の本震の位置を使用し，断層面には気象庁のP波初動解の高角の西傾斜の節面を用いた．遠地実

体波記録を使用して行った解析と同様に，大きな滑りを持つ領域は震源より南の浅い場所に求ま

った． 
 

４．SAR干渉解析 
SAR干渉解析で得られる地表変位パターンは，どのような断層モデルで作り出すことができる

かを調べたのが第14図である．本震発生当初に国土地理院から提案された断層モデルについて干

渉SARイメージの理論値を計算したところ，断層浅部から東側に半円状の縞模様が出ることがわ

かった．この断層モデルの上端の深さを0.4kmから5.0kmに変えたところ，東側の半円状の縞模様

は見られなくなった．やはり断層上端の深さが浅く設定されている「近地地震波形解析による滑

り分布」を用いて干渉イメージの理論値を計算したところ，断層浅部から東側に半円状の縞模様

が見られた．また，断層面直上については，断層北部に張り出すような形状の縞模様が得られた．

これらを実際のSAR干渉解析結果と見比べると，深い断層モデルより浅い断層モデルの方が合う

ように思われる．第15図に，再計算震源を用いた断面図と，第14図で使用した各モデルの断層面

を示す．SAR干渉解析とこれらの断面図より，上端の深さ1.2kmの近地地震波形解析による滑り

分布モデルが，地表変位および震源分布の両方を説明できるモデルと考えられる． 
 

５．余震域で見られる低周波地震活動 
本震後，余震域の浅部で低周波成分を多く含む地震（以下，低周波地震）が観測されている．

第16図(a)にその分布と波形の例を示す．低周波地震は，波形とスペクトルから大きく3つのタイ

プに分けられる（第16図(b)）．(1)P相とS相は明瞭だが全体的に低周波である地震，(2)P相とS相
は明瞭で高周波だが後続波が低周波である地震，(3)P相とS相が不明瞭で，全体的に低周波である

地震，の3つである．これらのうち(3)のタイプのものは主に火山に近い鳴子付近で発生しており，



その他のタイプのものは余震域北部で多く発生している（第16図(c)）．  
上記のように，今回の地震の余震域の北部は，低周波地震の発生状況という点で南部とは異な

る性質を持っているが，通常の地震のM度数分布にも特徴がある（第17図）．余震域の北部（出

店断層に近い領域）では，M4～M5といった小粒の地震の数に比べて規模の大きい地震数が少な

い． 
 

６．体積歪計の記録から推定されるモーメントマグニチュード 
本震について，気象庁が東海地域に設置している埋込式体積歪計の波形記録を用いてモーメン

トマグニチュード（Mw）の推定を行った（第18図）．様々なMwについて理論波形を計算し，観

測波形と振幅比較を行ったところ，両者が最もよく整合するのはMw6.9～7.0の場合であることが

わかった． 
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Fig.1  The Iwate-Miyagi Nairiku Earthquake in 2008 
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Fig.2  Foreshocks 
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Fig.3  The earthquake in the southern part of inland area of Akita Prefecture on May 29, 2008 
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Fig.4  Epicenters of the main shock and the aftershocks 
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Fig.5  Superposition of epicenters and geological structure. 
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Fig.6  Seismic activity of aftershocks 
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Fig.9  Times of aftershocks for earthquakes in inland or coastal areas 
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Fig.11  Mechanisms 
 



123 ô¶��ô¶¶¸��456789:�;0j�� hí���Û����®�	zs��7

Cû�s��ÝA��Lä9 ��{45AìL( n�w>�A�f()Ô×�a�����

A<=)*lmÀ0$���	 �à�a	bÞÏ	jÀAf� VJ��½$���æa¥

Ô	:;�()*lmÀ#	GÒL	� $ Ô�L����0ä^=�KL x) GÒL

v	/ëI� $VJ��½	d°0�-GM+�^�!ëM*�

Ü>? �� ������ �#ÆÇºIÏ'²��Ý���� u^�´�É+!;"�

���^ÏÐ¹aéê�#	
�

�á�#;"^1_¹aPì����
� � � � �"�}~��«�~��{���"�}�{���¦~¤�������{�=���¬�~¬�~«�¯��¢Í��¥��,{¥�¦¬~�{�µ¦��¦��¤�

���æ������"�¦~"�Í���¢�"�«"�æ��=��},}¨<�,��

ÊïËî�éê�#	
�

ÊïË�*+��

8�9:;� �É�j%��

 
B12C� n�w>�0�MÔ×�a� 
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Fig.14  Theoretical figures and analysis results of interference SAR 
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Fig.16(b)  Low-frequency earthquakes in aftershock area 
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Fig.16(c)  Low-frequency earthquakes in aftershock area 
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Fig.17  Comparison of magnitude-frequency distributions 
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Fig.18  Moment magnitude estimated from strain seismograms recorded by borehole volume strainmeters 
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